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３月  モニターレポート 担当出張所  高槻 

担当区間 淀川中流右岸 

三島江河川公園～檜尾川合流点（右岸23.0km～28.2㎞） 

モニター実施日時 令和２年３月６日（金）１１時～１３時 

    ３月７日（土）１３時～１４時３０分  

３月１５日（日）１４時～１５時 

 ３月２６日（木）１５時３０分～１７時 

天  候 晴  

（見出し） 

・新型コロナウイルスの流行で学校や公共施設が休校・休館になった。公園の人の出はどうかモニター。 

 

・先月の調査で野鳥が多いことに気づいた。今月は意識してモニター。 

３月６日（金） 

・学校が突然休校になった。図書館をはじめ公共施設も軒並み閉館になり、人混みへの外出を控えるように言

われている。広くて人が少ない場所が安全ということで、河川公園の利用状況はどうかとモニターを開始。 

 

・これまでに何度も平日昼間に訪ねているが、今日は

キャッチボールをしたり自転車に乗ったりするなど

父子で過ごす人がパラパラといた。いつもの週末と違

うのは野球やサッカーなどチームの使用がないこと。

家族の穏やかな時間が流れているように見えた。学校

が休校になって退屈した子どもがお父さんと一緒に

公園に出てきたのか？小学生の子どもと一緒に「ヨーイドン！」と、走ったお父さん。すぐに息を切らしてヘ

トヘトでした。たわいのないひと時はお父さんにとっても子どもにとっても幸せな時間に思える。 

 

・川向こうの枚方市の公園を双眼鏡で覗いた。５月の連休の時のような人でにぎわっていて、驚いた。この違

いは、枚方市の公園は市街地に隣接しており、公園がきれいに整備されているからだろうか。３５万人都市の

高槻市の子どもたちはいったいどこへいるのだろう？ 
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・男の子二人組発見！ 

道を探しながら探検でもしているような雰囲気だっ

た。楽しそうだったので写真に収めた。探していた

子どもが遊ぶ姿にやっと出会えた。 

 

 

 

 

・公園を西に向かい芥川へ。 

 

・雑木の中からウグイスの声がよく聞こえた。まる

で呼びかけ合っているように鳴いている。目を凝ら

して茂みを探して、見つけました。 

 きれいな声でこちらを向いて鳴いてくれてサービ

ス満点のウグイスでした。 

 

 

 

 

・シルバーマークを付けた車から降りた人はギターを

持っていました。渋いです！後姿が絵になります。 

 

 

 

 

 

 

・河川公園に子どもの姿は少なかった。学校は休みなのに街中でもあまり見かけない。どこにいるのだろう。 

 

３月７日（土） 

・今日は芥川左岸堤防を城西橋から下流へ歩いてモニター。 

堤防を歩く人が多い！！ 

とても多くてこれまでと何か違う雰囲気がある。 

芥川大橋までのこの道は車両進入禁止なのでいつも散策の人がい

るが、それにしても人が多い。歩くスピードもこれまでより速い

ような気がする。 

８：２ぐらいで女性が多い。それもシニア。何かの催しかと思ったけれど、よく見ると３～２人の小さなグル
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ープで歩いている。 

とぎれとぎれに耳に入った会話から推測した。 

新型コロナウイルスの流行で通っているジムやプールが休館になっている。運動不足解消のため、体力保持の

ために連れだってウォーキングらしいです。 

 

 

・オオバンの群れが泳いでいます。あちこち動くので数

えきれません。たくさん泳いでいます。 

 

 

 

・川遊びのこども発見！３月と思えないぐらい今日

は暖かいので気持ちがいいだろう。７月からのモニ

ターで、初めて川で遊ぶ子どもを見た。 

 

 

・向かいの右岸の津之江公園は子ども達が遊んでいる。いつもがらんとして人気がないが、今日は大人に交じ

って子ども達がいた。 

 

・ツクシが顔を出している。春が来たのを実感し、嬉し

くなる。 

 

 

・女性がツクシ摘み。あちらこちら合計３人。 

 

・男性もツクシ摘みと思いきや、ビニール袋の中は 

ノビルの様だった。 

 

 

・人出の多くはシニア。健康に気を付けて体のメンテナンスをするのは大切なことだ。４月になれば桜が咲き、

５月になれば鯉のぼりが泳ぐこの堤防は楽しみもたくさんある。 

しかし、昨日に続きやはり子どもの姿は少ない。 
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３月１５日（日） 

・３回目のモニター。駐車場は車がいっぱいで、隣の臨

時駐車場も車で埋まっていた。人もいっぱい。 

これまでで一番の人出。子どももたくさん遊んでいる。 

 

・子どもが来ていた！嬉しかった。公園にびっしりと

溢れていた。家族連れでいっぱい溢れていた。学校が

休校になって２週間がたった。家にこもってゲームを

するのに飽きてしまったのだろうか。 

それとも口コミでこの公園のことを知ったのだろうか。あまりにたくさんの人にただただびっくりした。芝生

だけの素朴な公園がこのように利用されて嬉しい。 

 

・このグループはツクシ摘み。土手を歩きながら探す姿は春

ならではの光景。それぞれが小さな袋を持っていた。 

今晩はツクシご飯か佃煮か。天ぷらもおいしだろうな。見

ているだけの私が勝手にメニューを考えた。 
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・急に空が曇って、いきなり雨。 

雨上がり、人の動きがおかしい。みんなが同じ方を向いている。私も同じ方を向くと、虹がかかっていた。と

てもきれいな色だった。私の祖父は、虹のふもとを掘るとそこには金の茶釜が埋まっていると言っていた。子

どもの頃に聞いたのだが、不思議と今でも虹を見ると祖父の言葉を思い出す。 

 

・虹が消えるとみんな帰っていった。今日ここに来た人たちは、たくさん遊び、虹まで見ることができていい

日だったに違いない。 

 

３月２６日（木） 

・うわっ！！人が多い！！ 

幼稚園から小・中・高子どもたちみんな来ている！来ている！ 

家族連れも多い。子どもたちだけのグループも多い。一人で来ている大人も。犬も。 

 

・自転車で来た中学生のグループ。 

「そろそろ帰ろうぜ」と声かけあって引き揚げた。兄弟で

一緒に来たのか、同年代の子に交じって小さい子もいた。 

最近このような光景を見なくなったのでなぜかほっとし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

・遊ぶスタイルはさまざま。 

最近どこでも見かけるのがこのテント。 

ざっと２０張りぐらいはあった。車から小さなカート

に入れて運ぶのがトレンドのよう。 
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・船着き場あたりで釣りをする中学生たち。 

この場所は良く釣れるのか、川面に面しているので釣

りざおを入れやすいのか釣りの特等席になっている。 

３人で文殊の知恵を出しているのだろうか？ 

学校が休校になって少年たちはのびのびとこの時

間を楽しんでいるようだ。 

 

 

 

 

・ワンドが完成したのだろか。 

工事のロープがなくなっていた。立ち入り禁止の札

もないので恐る恐る行ってみた。 

流れが緩やかになっているところをマガモのカッ

プルが悠々と泳いでいる。道にはセキレイがチョンチ

ョン歩いている。 

茂みの中ではウグイスがしきりに鳴いている。 

ここは鳥の楽園のよう。 

 

 

・やはり立ち入りはだめだったのかな。反対側はロープが張ってあった。

それにしてもわかりにくい。 
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・川近くの遊歩道はあちこちに「あぶない！この先落ちる」の看板がある。雑木の間を川へ続く道ができてい

る。どの道も以前より太くなって明らかに頻繁に人が通っている様子が見られる。川へと続くこの細い道は子

ども達の冒険心をくすぐるだろう。大人が付き添っていれば問題ないが、子ども達だけで近づくのは危険が伴

う。特に学校が休みの期間は注意が必要と思われるので、河川事務所の方でも頻繁な見回りをしてほしい。 

 

・今日は工事の大型車が頻繁に通っていた。 

ハザードランプを点灯させて超低速で走行。物や人がいつ

飛び出しても対応できるスピードだった 

警備の方は、一般車も含めてきちんと誘導されているので

安心できた。予定外に人が増えたのでご苦労が多いと思いま

すが、よろしくお願いします。 

 

 

・今月は都合４回モニターしました。学校が突然に長期休みになったので、さぞ子ども達が押しかけているだ

ろうと思い出かけました。休みが２週間を過ぎた頃、やっと子どもたちでいっぱいになりました。 

その様子が、これまでの様子と何か違ってきました。 

 サッカーや野球チームは大人の指導者の下に集まり、指示してもらいます。家族の場合は保護者がリーダー

になっていました。 

ところが今、子ども達は子どもだけで互いにリーダーになりながら遊んでいるのです。ちょうど昭和時代の

路地の遊びのようになっていました。子どもだけで遊ぶ姿が見られました。 

 学校や塾や習い事で遊ぶ暇がなかった子ども達に、自由な時間ができ、子ども本来の遊ぶ姿が戻ってきたよ

うに思います。河川公園だけではなく街中の小さな公園や路地にも子ども達の姿が戻ってきました。屋外に出

てきたのです。健康な子どもの姿です！ 

「大自然に勝てるあそび場なんて ない！」というテーマパークのキャッチフレーズがありますが、その通

りだと思います。この川辺がみんなの憩いの場になってほしいです。 

 

（意見・感想・処置等） 

３月のモニターありがとうございます。 

土筆もひょっこり顔を出し、季節はすっかり春らしくなりました。ウグイスやオオバン、土筆などの写真を見

ると探索したくなりますね。またモニターレポートを見て下さっている方々に、淀川ならではの良さや楽しみ方

を伝えることができます。沢山の写真ありがとうございました。 

淀川河川公園では、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、イベント開催の中止が相次いでいます。そん

な状況でも子供達が元気に遊んでいる姿をみると元気をもらえます。早く終息する事を切に願っております。 

注意看板に関しては、川近くの遊歩道や、巡回パトロールで危険な場所を発見した場合、安全に河川敷を利用

していただくために注意看板を設置しております。また子供だけに限らず、危険な場所に利用者がいた場合は、

その場で口頭注意しております。 

それでは来月のレポートもよろしくお願いします。 
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